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隔離床によるいちご無仮植育苗法の改善と隔磁床用培土の種類と量

[要約］いちごの無仮植育苗法を、無病で雑草種子が混入していない軽量な培土を

用いた隔薩床とする省力的な育苗法に改善した。親株床にユ／１０の傾斜をつけ、幅

約１ｍの枠を組み、枠の中に培土を入れて隔睦床とする。培土は、バーミキュライト

が苗の生育及び採苗時の作業性に優れ、培土量は厚さ４ｃｍ以上必要である。
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［背景・ねらい］

いちごの促成栽培はポット育苗を行うため、培土の準備、運擬など厳しい労働を生産者
に強いている。また最近では良質な培土も不足している。

このような状況に対応するための省力的な育苗法として無仮植育苗法があるが、現行の
方法は雑草の防除が煩雑で多労を要する等の問題がある。

そこで、取り扱いが簡単で容易に良質な苗義成ができる隔離床を利用した無仮植育苗法
に改善するとともに、それに用いる培土の種類と必要量を明らかにする。

［成果の内容･特徴］

①親株床に１／１０の傾斜をつけて、培土の流亡と雑草の混入を防ぐために、幅約１ｍの

板枠を組み、使用済みのビニルを地面に敷いて、その上に培土を入れることにより、簡易
な隔雛床を作成することができる（図１）。

②隔薩床用の培土としては、子苗の生育が良好であるとともに、根土が振るいやすくて採

苗時の作業性に優れるバーミキュライトが最も適している（表１）。また、バーミキュラ
イトは軽量で運繊及び育苗床の準備が簡単であり、再利用も可能である。

③隔雛床の培土量は、水管理が容易で良質の苗を養成するためには、厚さ４ｃｍは必要で
ある。培土量が少ないと、降雨により培土が流亡したり、晴天時の水管理が煩雑となり、
良質な苗が確保できない（表エ，２）。

［成果の活用面・留意点］

①いちごの省力育苗法として活用できる。

②晴天日には培土が乾燥し易いため、かん水の自動化を図るとともに、子苗の生育に応じ
て液肥を施用する。

③使用済みの培土を翌年、再利用する場合は、使用する前に必ず消毒して、混入雑草の種
子を死滅させておく。
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[具体的データ］
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図ユ隔碓床による無仮植の育苗方法

表１隔離床用培土の種類及び堂と子苗の根張り
並びに採苗時の作業性(平成4年）

培土の種類及び堂と開花（平成4年）
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表２隔離床用
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